
令和５年度 中学校初任者研修講座

人権教育の推進について

岩手県教育委員会事務局
学校教育室



本時のアウトライン

１ 「多様性」と「包摂性」とは（何か？）

２ 「子どもの人権」とは（何か？）

４ 人権が尊重される学級・授業づくりに向けて

３ 人権教育とは（何か？）

（多様性と包摂性のある社会の実現に向けた）人権教育の推進について



１ 「多様性」と「包摂性」とは



１ 「多様性」と「包摂性」とは

貧困

紛争

気候変動

感染症

自然災害

人道危機



地球はこれまでになかった多くの課題に直面している

人類はこのままでは地球で暮らし続けることができない

１ 「多様性」と「包摂性」とは



地球の危機

１ 「多様性」と「包摂性」とは

人類の危機



日本の長期人口推移と予測（国土交通省「国土の長期展望」）

１ 「多様性」と「包摂性」とは

これまで未経験の
人口減少社会、
超高齢社会の到来



「誰一人取り残さない」
持続可能で

多様性と包摂性のある
社会の実現

１ 「多様性」と「包摂性」とは



□「親が単身赴任中」と聞くと、父親を想像する（母親を想像しない）。

□高齢者は、頭が堅い人が多い。

□アメリカ人は自己主張が強く、基本的に大雑把だ。

□女性に年齢を聞くべきではない。

□デートは毎回割り勘ではなく、男性がおごる時があった方がよい。

□飲み会に後輩を誘った先輩は、（少しでも）おごるのが普通だ。

□非正規雇用で働く人の多くは、自ら望んでその働き方をしている。

□定時で帰る人の多くは、プライベート優先派だ。

□Ａ型の人は几帳面だと思う。

□「普通は○○だ」「それって常識だ」と思うことがある。

１ 「多様性」と「包摂性」とは

ここでチェック！

引用及び参考：内閣府男女共同参画局「共同参画 UNCONSCIOUS ＢＩＡＳ」等

アンコンシャス・バイアス
＝無意識の偏見や思い込み、先入観から
偏った見方・考え方をしてしまうこと

まずは自分自身にも偏見や思い込み、
先入観が少なからずあることを自覚する。



・様々な「ハラスメント」が一向になくならない

１ 「多様性」と「包摂性」とは

個人が、社会全体が、
「普通○○だ」「こうあるべきだ」といった
「無意識の思い込み」「固定観念」

等にとらわれている。

・男女共同参画の取組が未だ進展しない



個人は、社会は、何に対して
「普通○○だ」「こうあるべきだ」と

思い込んでいるのか？

１ 「多様性」と「包摂性」とは

主に

属性、思考



☑多様性（ダイバーシティ）
※属性の多様性
→性別、年齢、人種、国籍など

※思考の多様性
→考え方、価値観、ライフスタイルなど

慶応義塾大学大学院教授 蟹江憲史 氏による

１ 「多様性」と「包摂性」とは

☑包摂性（インクルーシブネス）

※包摂（インクルージョン）
＝ 一定の範囲の中につつみ込むこと



「多様性」と「包摂性」のある社会とは、

１ 「多様性」と「包摂性」とは

人の属性や思考は様々である
ことを理解、尊重し、受け入れる
（参加や協働を促す）社会



□「親が単身赴任中」と聞くと、父親を想像する（母親を想像しない）。

□高齢者は、頭が堅い人が多い。

□アメリカ人は自己主張が強く、基本的に大雑把だ。

□女性に年齢を聞くべきではない。

□デートは毎回割り勘ではなく、男性がおごる時があった方がよい。

□飲み会に後輩を誘った先輩は、（少しでも）おごるのが普通だ。

□非正規雇用で働く人の多くは、自ら望んでその働き方をしている。

□定時で帰る人の多くは、プライベート優先派だ。

□Ａ型の人は几帳面だと思う。

□「普通は○○だ」「それって常識だ」と思うことがある。

１ 「多様性」と「包摂性」とは

ここでチェック！

まずは（教員である）自分が、
人の属性や思考は様々である
ことを理解、尊重し、受け入れる
（参加や協働を促す）。

引用及び参考：内閣府男女共同参画局「共同参画 UNCONSCIOUS ＢＩＡＳ」等



１ 「多様性」と「包摂性」とは

「自分がされて嫌なことはしない」
→ 自分の思考（考え方、価値観）

自分がされて嫌なこと
→ 嫌な人も、嫌でない人もいる

自分がされて嫌でないこと
→ 嫌な人も、嫌でない人もいる



１ 「多様性」と「包摂性」とは

「自分がされて嫌なことはしない」
→ 自分の思考（考え方、価値観）

自分がされて嫌なこと
→ 嫌な人も、嫌でない人もいる

自分がされて嫌でないこと
→ 嫌な人も、嫌でない人もいる

人の属性や思考は様々である
ことを理解、尊重し、受け入れる



「誰一人取り残さない」
持続可能で

多様性と包摂性のある
社会の実現

１ 「多様性」と「包摂性」とは



２ 「子どもの人権」とは

＝ 基本的人権 ＋ 子どもの権利
（子どもならではの権利）

○子どもの人権とは

※ 被選挙権がないなど、大人の基本的人権≒子どもの基本的人権である
ことから、それを補うために成長の過程にあって保護や配慮が必要な「子
どもの権利（子どもならではの権利）」があると考えられる。



２ 「子どもの人権」とは

こども基本法（令和５年４月１日施行）第三条一

全てのこどもについて、個人として尊重され、そ
の基本的人権が保障されるとともに、差別的取
扱いを受けることがないようにすること。



２ 「子どもの人権」とは

こども基本法（令和５年４月１日施行）第三条一

全てのこどもについて、個人として尊重され、そ
の基本的人権が保障されるとともに、差別的取
扱いを受けることがないようにすること。

児童生徒は権利をもつ主体であり、
大人と同じ一人の人間として
基本的人権を有する。



○子どもの権利条約における４つの原則

２ 「子どもの人権」とは

出典：（公財）日本ユニセフ協会「子どもの権利条約」ウェブサイト



○子どもの権利条約に定められる子どもの権利

２ 「子どもの人権」とは

出典：（公財）日本ユニセフ協会「子どもの権利条約」ウェブサイト



○こども基本法に係り特に留意したいこと①

児童生徒の意見を表す機会を
保障する（第３条３）

２ 「子どもの人権」とは

出典：（公財）日本ユニセフ協会「子どもの権利条約」ウェブサイト



○こども基本法に係り特に留意したいこと②

２ 「子どもの人権」とは

（今後）子どもの権利条約、こども基本法
の趣旨、内容をこども、教職員、保護者に
周知を図る（第15条）



２ 「子どもの人権」とは

□忘れ物をした子どもの名前や番号を黒板に書くことがある。

□教室で見つかったお菓子を持ち込んだのが誰か申し出がなかった時、

休憩時間等を費やしてでも事の重大さを考えさせなければならない。

□子どもの喧嘩は、両成敗が基本だと思う。

□児童生徒に、「お前」「お前たち」と言う時がある。

□毎日日記を提出することを求めながら、検印のみ（無記入）の時がある。

□席替え（班替え）の方法は、基本的に自分（教員）が決める。

□治療通知を全体の場で配布することがある。

□児童生徒が思い通りに動かないとき、感情的になってしまう時がある。

□学級で決めた目標（めあて）は、全員がクリアしなければならない。

□子どもたちを尊重するため、基本的に指導はしない。

ここでチェック！

引用及び参考：千葉県教育委員会「あなたは，どう思いますか？令和４年度版」等

自分の指導が
子どもの人権（＝「基本的人権」＋「子どもの権利」）

を踏まえているか振り返る。

一見問題がなさそうに思えるものでも、
強引に行ったり、長期間継続したりする中で
問題が発生することがあることに留意する。



○「人権」とは

３ 人権教育とは

人が生まれながらに持っている
必要不可欠な様々な権利

出典：文部科学省「人権教育の指導方法等の在り方について〔第三次とりまとめ〕」



○「人権教育」とは

出典：「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律」第２条

３ 人権教育とは

人権尊重の精神の涵養を目的とする教育活動

大切さを認めること

人権感覚人権や人権擁護に関する と
を基盤として、

ができる実践的態度 や
行動力 を育成すること

知的理解
自分の大切さとともに他の人の

実践的態度
行動力



○人権教育の目標

３ 人権教育とは

人権の意義・内容や重要性について理解し、人権が尊重
される社会づくりに向けた行動につながるようにすること

自分の大切さとともに
他の人の大切さを認めること

ができるようにすること

出典：文部科学省「人権教育の指導方法等の在り方について〔第三次とりまとめ〕」



自分の人権を守り、他者の人権を守るための実践行動
～自分の人権を守り、他者の人権を守ろうとする意識・意欲・態度～

人権に関する知的理解 人 権 感 覚

全ての関係者の人権が尊重されている教育の場としての学校・学級
（人権教育の成立基盤としての教育、学習環境）

知識的側面 価値的・態度的側面 技能的側面

３ 人権教育とは

○人権教育で育成する資質・能力



○いつ、どのように指導するか？

３ 人権教育とは

・各教科、道徳、特別活動及び総合的な学習の時間や、
教科外活動等のそれぞれの特質を踏まえつつ、教育活
動全体を通じて推進する

・固定した時間設定はないが、各校の実態や児童生徒
の発達段階をふまえ、計画的・総合的に取り組む

出典：文部科学省「人権教育の指導方法等の在り方について〔第三次とりまとめ〕」



○ 個別的な人権課題

①女性 ②子供 ③高齢者 ④障害のある人

⑤部落差別（同和問題） ⑥アイヌの人々 ⑦外国人

⑧感染症 ⑨ハンセン病患者・元患者やその家族

⑩刑を終えて出所した人やその家族

⑪犯罪被害者やその家族 ⑫インターネット上の人権侵害

⑬北朝鮮当局による人権侵害問題

⑭ホームレス ⑮性的マイノリティ

⑯人身取引 ⑰震災等の災害に起因

３ 人権教育とは

参考：法務省「人権の擁護」



参考及び引用：独立行政法人国立女性教育会館 飯島 絵理「学校における男女共同参画の推進」

・「男子は」「女子は」と性別で決めつけていないか？

→「男子の誰か手伝って」

・「思いやり」や「よかれと思って」が、実は配慮の欠如に
つながっていないか？

→「女子なのに数学（算数）得意で凄いね！」
「やりきったね！さすが男だ！」

３ 人権教育とは

○ 個別的な人権課題 ①女性



○ 個別的な人権課題 ②子供

・虐待を疑ったら
児童相談所へ通告

・当たり前ですが
「しない」「させない」

・「もしかしたら…」と
思ったら速やかに
報告・連絡・相談

３ 人権教育とは

出典：法務省「人権の擁護」



○ 個別的な人権課題 ④障害のある人

□障害者差別解消法（平成28年施行）
〈「障害を理由とする差別解消の推進に関する法律」〉

・「合理的配慮」の義務化

※ 発達障害とは、ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）、ＡＤＨＤ（注意欠
陥多動症）、ＬＤ（学習障害）などの生まれつき脳の働き方に違
いがある障害

→小中学生の8.8％、「発達障害」の可能性

３ 人権教育とは

出典：文部科学省「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査結果」



○ 個別的な人権課題 ⑦外国人

□ヘイトスピーチ解消法（平成28年施行）
〈「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律」〉

ヘイトスピーチ
＝特定の民族や国籍の人々を排斥する
差別的言動

「○○人は出ていけ」といった言動は、
人としての尊厳を傷つけたり、差別意識
を生じさせたりする、許されないもの。

３ 人権教育とは

出典：法務省「人権の擁護」



○ 個別的な人権課題 ⑫インターネット上の人権侵害

３ 人権教育とは

インターネットは、使い方を間違えると、人の心を傷つけ
る「凶器」にもなり、使い方次第で「加害者」にも「被害
者」にもなる。

・無料通信アプリやSNSなどを使用したいじめ

・児童ポルノ・リベンジポルノ ・個人情報の無断掲載

・デマ・フェイクニュースの拡散 ・著作権侵害 ・性犯罪

→生徒指導主任等に即報告・相談。

→必要に応じて警察、法務局等へ通報、相談。



○ 個別的な人権課題 ⑮性的マイノリティ

３ 人権教育とは

Ｌｅｓｂｉａｎ
（レズビアン）

こころの性＝女
好きになる性＝女

Gａｙ
（ゲイ）

こころの性＝男
好きになる性＝男

Ｂｉｓｅｘｕａｌ
（バイセクシュアル） 好きになる性＝同性、異性の両方

Ｔｒａｎｓｇｅｎｄｅｒ
（トランスジェンダー）

からだの性とこころの性が
一致しない（性同一性障害など）

Questioning
（クエスチョニング）

こころの性、好きになる性が中間、ど
ちらでもない、迷っているなど



○ 個別的な人権課題 ⑮性的マイノリティ

３ 人権教育とは

Ｌｅｓｂｉａｎ
（レズビアン）

こころの性＝女
好きになる性＝女

Gａｙ
（ゲイ）

こころの性＝男
好きになる性＝男

Ｂｉｓｅｘｕａｌ
（バイセクシュアル） 好きになる性＝同性、異性の両方

Ｔｒａｎｓｇｅｎｄｅｒ
（トランスジェンダー）

からだの性とこころの性が
一致しない（性同一性障害など）

Questioning
（クエスチョニング）

こころの性、好きになる性が中間、ど
ちらでもない、迷っているなど

ＬＧＢＴＱ

ＬＧＢＴＱ＋

ＬＧＢＴＡなど
他にも様々



○ 個別的な人権課題 ⑮性的マイノリティ

３ 人権教育とは

Ｌｅｓｂｉａｎ
（レズビアン）

こころの性＝女
好きになる性＝女

Gａｙ
（ゲイ）

こころの性＝男
好きになる性＝男

Ｂｉｓｅｘｕａｌ
（バイセクシュアル） 好きになる性＝同性、異性の両方

Ｔｒａｎｓｇｅｎｄｅｒ
（トランスジェンダー）

からだの性とこころの性が
一致しない（性同一性障害など）

Questioning
（クエスチョニング）

こころの性、好きになる性が中間、ど
ちらでもない、迷っているなど

9．7%がＬＧＢＴQ＋（出典：電通「ＬＧＢＴＱ＋調査2023」)

割合的には3５人学級で３人強

×「自分の周りにはいない」

△「打ち明けられない人がいる」

出典：電通「ＬＧＢＴＱ＋調査2023」



○ 個別的な人権課題 ⑮性的マイノリティ

３ 人権教育とは

□セクシュアリティ（性の在り方）の４要素

からだの性（生物学的性）
外性器、内性器、性腺、染色体等の
分化状況。

こころの性（性自認）
Gender Identity

自分の性別に対する認識・確信。

好きになる性（性的指向）
Sexual Orientation

恋愛や性愛の対象となる性。

表現する性（性表現）
Gender Expression

服装や話し方、振る舞いにみる社会
的性。

ＳＯＧＩ（ソジ、ソギ）



○ 個別的な人権課題 ⑮性的マイノリティ

３ 人権教育とは

□セクシュアリティ（性の在り方）の４要素

からだの性（生物学的性）
外性器、内性器、性腺、染色体等の
分化状況。

こころの性（性自認）
Gender Identity

自分の性別に対する認識・確信。

好きになる性（性的指向）
Sexual Orientation

恋愛や性愛の対象となる性。

表現する性（性表現）
Gender Expression

服装や話し方、振る舞いにみる社会
的性。

ＳＯＧＩＥ（ソジ）



○ 個別的な人権課題 ⑮性的マイノリティ

３ 人権教育とは

いじめ被害、不登校、自傷行為、自殺未遂等の割合が高い

基本的な態度

・誰が性的マイノリティの当事者か分からない

・当事者にとっては、誰が本当の理解者か分からない

出典：日高庸晴「学校で配慮と支援が必要なLGBTsの子どもたち」



○ 個別的な人権課題 ⑮性的マイノリティ

３ 人権教育とは

いじめ被害、不登校、自傷行為、自殺未遂等の割合が高い

やってはいけないこと

・「カミングアウト」の強制

・アウティング（セクシュアリティを本人の許可なく他者に話すこと）

・「君の選んだ人生なら、精一杯応援するよ！」
※当事者は「選んだ」と思っていないことが大半なので言わない方がよい

出典：日高庸晴「学校で配慮と支援が必要なLGBTsの子どもたち」



○ 個別的な人権課題 ⑮性的マイノリティ

３ 人権教育とは

いじめ被害、不登校、自傷行為、自殺未遂等の割合が高い

心がけたいこと

・（性的指向や性自認を含め）多様性を尊重する言動

・人権が尊重される学級・授業づくり

・相談に寄り添い、受け止める姿勢

※日頃から



４ 人権が尊重される学級・授業づくりに向けて

出典：文部科学省「人権教育の指導方法等の在り方について〔第三次とりまとめ〕」



４ 人権が尊重される学級・授業づくりに向けて

○人権が尊重される授業づくりの視点例

自己存在感を
持たせる支援

共感的関係を
育成する支援

自己選択・決
定の場の設定

生徒指導の３機能

※現在は「安全・安心な風土の醸成」も加えた 「生徒指導の４つのポイント」
参考：文部科学省「人権教育の指導方法等の在り方について〔第三次とりまとめ〕」実践編



多様性と包摂性のある社会の実現に向けた人権教育の推進

１ 多様性と包摂性のある社会の実現に向け、まず人の属
性や思考は様々であることを理解、尊重し、受け入れる。

３ 人権教育の目標は、自分の大切さとともに他の人の大
切さを認めることができるようにすることであり、そのため
に人権や人権擁護に関する知的理解を促し、人権感覚を
養う必要がある。

２ 子どもの人権は、基本的人権＋子どもの権利（特に意
見を表明する権利）であることを理解、尊重する。

４ 人権が尊重される学級・授業のポイントは、 自己存在
感、共感的人間関係、自己選択・決定の場の設定。



（多様性と包摂性のある社会の実現に向けた）人権教育の充実に向けて



（多様性と包摂性のある社会の実現に向けた）人権教育の充実に向けて


